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　前報 1）にひきつづき東海地方における地下水中のラドン濃度の連続観測結果（1984 年 11 月

－ 1985 年 11 月）を報告する。

　観測点は第 1 図に示す竜洋（RYO），吉田（YSD），御前崎（OMZ）の 3 点である。第 2 図

は各地点における連続観測の記録で，1 時間毎のラドン濃度（積算値）の 24 点移動平均値を，

この期間内の平均値に対する相対値で示したものである。RYO における短周期の変動は 1 週

間単位であり，人工揚水の影響によると思われる。OMZ では例年夏高く冬低い顕著な年周変

動を示すが，本年もその傾向は続いている。冬期（1 月－ 2 月）に YSD で見られる異常変動

の原因は不明である。
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第 1 図　東海地方の地球化学観測点の位置

Fig. 1　Location of geochemical observation sites in the Tokai district （RYO: Ryuyo, YSD: Yoshida and OMZ: 
    　　 Omaezaki）．
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第 2 図　RYO（竜洋），YSD（吉田），OMZ（御前崎）における地下水中
　　　　のラドン濃度の変化（1984 年 11 月－ 1985 年 11 月）

Fig. 2　Temporal variations in the radon concentration of ground water at RYO （Ryuyo）， YSD （Yoshida） and 
OMZ （Omaezaki）． （November, 1984 - November, 1985）．
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